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１．研究計画の概要
本研究は、平安時代後期から鎌倉時代、い

わゆる中世前期、主に京都の貴族社会におい
て制作された漢詩文について基礎的な研究
を行うことを目的とする。従来の日本漢詩文
研究は、大きく奈良時代から平安時代にかけ
ての貴族による漢詩文、室町時代の禅僧らに
よる五山文学、そして、江戸時代の儒学者ら
による漢詩文、という三つのピークを中心に
進められてきた。それぞれは独立したものと
して扱われ、それらをつなぐ試みは殆ど行わ
れていない。本研究では、諸所に残る漢詩文
資料を収集と漢詩文制作の実態についての
整理の２つの作業を柱とし、以後の研究の基
幹となるデータベース作成を目指して従来
の研究の欠落を補い、当該期漢詩文全体の展
望を可能としたい。

２．研究の進捗状況
本研究は、（１）当該期漢詩文資料の収集、

整理と、（２）漢詩文制作の実態の解明、と
いう二つの柱を有している。
（１）漢詩文資料の収集については、高山

寺、東京大学史料編纂所、水府明徳会等所蔵
資料の調査を行い、これまで知られなかった
漢詩数編を発見している。高山寺と東京大学
史料編纂所に所蔵される資料に関する研究
が、５．代表的な研究成果の③「高山寺蔵鷹
司兼平漢詩二首について」である。これらに
加え、水府明徳会所蔵の『詩集』は、近世以
前の日本漢詩の集成であり、新出作品を複数
含む、重要な資料である。所蔵者の意向によ
り、全編公刊等の全体的な紹介は行うことが
出来ない模様であるが、その存在自体がこれ
までほとんど学界に紹介されておらず、その

成立や全体像の紹介から、所収されている作
品や作者の分析にいたるまで課題の多い資
料である。今年度で終了を予定している本研
究の期間内にはそれらを満たすことは難し
いが、今後の研究の目処を付けておきたいと
考えている。
（２）漢詩文制作の実態についての整理に

ついては、昨年 11 月に「絵の前の文学空間」
と題して、画像の前における漢詩制作につい
て考察を行った口頭発表を行った。これは、
これまで発表してきた同テーマによる研究
の総括的作業であり、今後論文化する予定で
ある。また、漢詩文の制作者の伝記研究につ
いては、本科研とは別に行っている、鎌倉時
代中期成立の和歌と漢詩の摘句集『和漢兼作
集』作者の研究と合わせ、データベース制作
を行っている。

３．現在までの達成度
② おおむね順調に進展している
論文発表、学会発表の件数は決して多くは

ないが、資料調査は順調に進んでおり、その
成果の分析と報告の準備の段階に入ってい
る。しかし、研究の途中で発見された水府明
徳会所蔵『詩集』のボリュームが大きいこと
から、成果報告については当初の予定よりも
縮小し、来年度以降の研究で行う可能性があ
る。

４．今後の研究の推進方策
これまでの研究で調査してきた、漢詩文資

料の紹介を論文発表、口頭発表の形で行いな
がら、当該期の漢詩文制作の場、及び作者た
ちについての問題点についても考察を深め
てゆく。

研究種目： 基盤研究（C）

研究期間： 2007～2010

課題番号： 19529003

研究課題名（和文） 中世前期貴族社会における漢詩文の基礎的研究

研究課題名（英文） A Study of Chinese Poetry and Writing in the Japanese Middle Ages

研究代表者

仁木 夏実（NIKI NATSUMI）

明石工業高等専門学校・一般科目・講師

研究者番号： 40367925



ただし、予想以上に資料が収集されたこと
もあり、３、現在までの達成度の項目でも述
べたように、鎌倉時代漢詩のデータベース構
築については来年度以降の研究に持ち越す
可能性がある。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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